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９月２６日（日）、国労会館中会議室にて  

おおさかヘルパー労組連絡会第２回総会を開 

催し、５単産・２地域から２３名が参加しま 

した。総会のはじめに、全労連ヘルパーネッ 

ト世話人で全国福祉保育労働組合書記長の清 

水俊朗さんを講師に招き、「キャリアパス、 

医療行為、地域包括支援センターのあり方に 

ついて」学習会を行いました。 

「現在、厚労省介護保険部会では、2012 年 

の介護保険制度の見直しに向け審議が始って 

いる。国のねらいは、2025 年(65 歳人口が 30％を超え、団塊の世代が 75 歳を超える)に向けて、爆発的

に増加するであろう医療・介護費用を抑制するため、医療から介護へ、入院から在宅へのシステム作り

をしている。」「介護職の医療行為は、そもそも看護師・医師が不足している問題を放置してきた国の

責任であり、確保できないことを理由に進めるべきではなく、さらなる医療行為のなし崩し緩和・見直

しにつながる危険がある。」「介護従事者の平均賃金は、05年～09年下がり続け、2010 年度は、介護職

員処遇改善交付金で少し上がる見込みだが、交付金で目指していた１万５千円の引き上げは実現してい

ない。」「厚生労働省は、この 10月から交付金申請にキャリアパス要件を追加した。手続が出来ず、現

在でも２割の事業所が申請できていない状況がある中で、要件がみたされないと 10％カットされる。厚

労省は、賃金と結びつけなくていいとしているが、将来人事考課が入る可能性が高く課題となっている。

労働組合としては、労働条件に関わることであり、労使合意の上で進めていくことを強く求めていくこ

とが必要。」と話されました。その他にも、生活援助や軽度者の介護保険外しなど、今後、高齢者が急

増するもとで、抑制を進めようとしている国の動きに注目しながら、改悪を許さな運動の強化が求めら

れていることが強調されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１１年度おおさかヘルパー労組連絡会役員 

会 長  石山 昭子（医労連） 

福会長  松岡 和代（全国一般） 島村 一弘（福保労） 菅 義人（大阪労連） 

事務局長 嘉満 智子（大阪労連）  

幹 事  佐野 良二（自治労連）東中 貢（全国一般）荒木 裕美子（福保労） 代喜 伸吾（医労連） 

樋口 雅博（生協労連）山地 崇之（堺労連）川辺 和宏（大阪労連）長岡 佳代子（大阪労連） 

          （全国一般）  



 

 

 

・2003 年に 12 人でヘルパー分会を結成した。 

ボーナスが寸志だったため、他のパートには出て

いる一時金を要求したが、「登録ヘルパーには考

えていない。」との回答。その後も要求を続け、

2009 年 12 月末の団交で予算化され、ヘルパ－

から集めた署名の提出も行い、2010 年夏から寸

志から一時金 0.7 カ月となった。８ヶ所事業所が

あり、１ヶ所だけ組合員が誰もいない。足を運ん

で「組合に何かしてもらうの 

ではなく、何ができるかを考 

えてほしい。」と訴えている。 

（登録ヘルパー夏・冬の一時 

金あわせて年間 1.2～1.3 ヶ月、 

組合員 110 人(9/28 現在)） 

（全国一般・ヘルスコープヘルパー分会）               

 

・10 月 31 日に第 7 回総会を迎える。役員とい

う形ではなく、５つのステーションからの世話人

で世話人会議を開催してきた。分会では、ステー

ション会議のあと 8 時以降近くのファミレスで

2 ヶ月に一回会議をしていて、10 時頃まで話を

してることもある。話ができるから続けてられる

し、楽しくやれないと続けられないと思う。 

組合にも「分会に入ったらみん 

なと話ができる。」という理由 

で加入してくれている。 

・ステーション会議の前に分 

会会議をしている。みんな横 

のつながりを求めている。 

（生協労連） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今の介護保険制度では、大幅に切り捨てられて

いる。制度の見直しだけでなく、公的な介護保障

が必要ではないか。「入居料が上がりこのままで

は居られない。」と有料老人ホーム入居者からの

相談が多い。特養の民間企業の参入が進むと、も

っと状況は悪くなる。医療行為については、実際

にやっている部分もあるが、やはり規制が必要。

元は、医療からの追い出しであり、看護師でさえ

医者がいない中で医療行為をすることにストレ

スを感じ辞めていく。更なる 

追認は許されない。看護師・ 

介護士の配置の見直しを行う 

べき。介護職場は、若い人が 

来ない状況になっている。若 

い人達が生涯働き続けられる 

職場にしていきたい。（福保労） 

 

・事業所は、ＮＰＯ法人から医療法人になった時

に事業を受け継いだ。その後、事業所の違いに関

係なく備品の請求を行えるよう改善してきた。ヘ

ルパー分会としては、年一回の総会を行い、要求

実現に向け活動している。 

組合員の中での「交付金」 

を知らない人もいて、様々な 

情報を広げていく必要がある 

と感じている。（医労連・耳 

原病院ともうずヘルパー分会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当面の日程 

・ １１月８日（月）  大阪府・労働局交渉（時間調整中） 

 

・ １１月１１日（木）  「介護の日」なんば高島屋前宣伝行動 １８：００～１９：００ 

      

・ １１月２３日（祝）  「介護なんでも相談１１０番」 １０：００～１８：００ 

 


